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冠水、湛水等の被害を受けた農作物に対する技術対策について（第２報） 
 

６月２日～３日の台風２号の影響による豪雨から、１０日以上が経過しました。一

部の圃場を除き水は引きましたが、冠水による作業の遅れが見られるほか、梅雨入り

後降雨が続いているため、病害の発生が心配されます。 

被害を受けた作物の事後管理や病害防除等必要な対策を実施するようお願いします。 

 

【カンショ】 

・冠水が長引いた圃場は、液肥の葉面散布を行い草勢の回復を図る。 

・畝立て後、定植が終わっていない圃場は、早めに定植を行う。マルチ内の土が固くな

っている場合は、植穴をあけながら定植を行う。 

・圃場がぬかるんで入れず、畝作りや畝の作り直しで定植が大幅に遅れる場合は、土

壌水分が多いので土壌消毒剤のガス抜けに 10 日間程度を要することを含め、在圃期

間や収量性を考慮して作付を判断する（目安：６月末までに挿苗可能かどうか）。ま

た、６月 20 日以降の遅い時期の挿苗では、肥大が良くなるように株間を広くして定

植する（40 センチ以上）。 

・定植ができない場合は、代替作物の栽培を検討する（ニンジン、ダイコンなどの秋冬

作物）。 

 

【バレイショ】 

・疫病・軟腐病の発生が懸念されるため、収穫時期を考慮したうえで、入れる畑は可能

な限り殺菌剤を散布して防除を行う。 

・一時冠水したところは一部いもが腐敗している可能性があるため、収穫は冠水して

いないところと一時冠水したところで分けて行う。 

・収穫後、２～３日保管したあと乾いた土を取り除き、傷イモや腐敗イモが混入しな

いように丁寧に選別し出荷する。 

 

【春メロン・アールスメロン】 

・春メロンで浸水したハウスでは、陥没病などによる収穫後の果実腐敗の予防に努め

る。また、曇天後の晴れ等、萎れのおそれがある場合は、遮光資材を被覆する。 

・アールスメロンで浸水により樹が弱っていたり、湿度が高い日が続き病害が発生し

やすい条件では、夜間でもハウスサイドを開ける等、湿度の低下に努めるとともに、

斑点細菌病などの発生に注意する。 

病害名 農薬名 使用時期 使用回数

ブリザード水和剤 収獲７日前まで ４回以内

プロポーズ顆粒水和剤 収獲７日前まで ５回以内

ザンプロDMフロアブル 収獲前日まで ３回以内

軟腐病 スターナ水和剤 収獲７日前まで ５回以内

疫病

病害名 農薬名 使用時期 使用回数

陥没病 トリフミン水和剤 収獲前日まで ５回以内

斑点細菌病
カスミンボルドー

／カッパーシン水和剤
収獲３日前まで ５回以内



【トマト・ミニトマト】 

・冠水が長引いた圃場は、根腐れや一時的に根の働きが弱くなり、晴天時に萎れやす

くなるため、遮光資材を被覆し萎れを防止する。また、液肥の葉面散布や酸素供給

資材により、草勢の回復を図る。 

・湿度が高い日が続いているため、灰色かび病や葉かび病、疫病などの病気の予防に

努める。 

 

【葉物類（ミズナ・コマツナ・ホウレンソウ）】 

・冠水が長引き収穫ができなくなったハウスは、まき直しを検討する。 

・株間の風通しをよくし、散布薬剤がかかりやすいように、間引きを十分に行うなど

密植にならないように調整する。 

・病害の発生が懸念されるため、殺菌剤による防除を行う。 

（ミズナ・コマツナ） 

 
（ホウレンソウ） 

 ＊葉物類は、高温時散布による薬害や、汚れ等に注意する。 

 

【露地ネギ】 

・定植後まだ小さい苗が倒伏した場合は、曲がりの原因になるため早期に苗を起こす。 

・夏秋栽培で寄せた土が崩れた場合は、圃場に入ることが出来るようになったら、軽

く土を寄せる。土寄せの際には、軟腐病や白絹病に登録のある殺菌剤を処理する。 

・秋冬栽培で、冠水により一時的に生育が緩慢になった圃場は、生育の回復を優先し、

土入れを遅らせたり、少量ずつ土入れを行う。 

・降雨が多く気温が高い時期になるため、軟腐病や白絹病、黒斑病の予防に努める。 

病害名 農薬名 使用時期 使用回数

セイビアーフロアブル２０ 収獲前日まで ３回以内

フルピカフロアブル 収獲前日まで ４回以内

ファンタジスタ顆粒水和剤 収獲前日まで ３回以内

アフェットフロアブル 収獲前日まで ３回以内

シグナムWDG 収獲前日まで ２回以内

トリフミン水和剤 収獲前日まで ５回以内

ランマンフロアブル 収獲前日まで ４回以内

レーバスフロアブル 収獲前日まで ３回以内

灰色かび病

葉かび病

疫病

病害名 農薬名 使用時期 使用回数

軟腐病・べと病 Ｚボルドー － －

軟腐病・白さび病 ジーファイン水和剤 収獲前日まで －

白さび病 ピシロックフロアブル 収獲前日まで ３回以内

炭そ病 スクレアフロアブル 収獲前日まで ３回以内

病害名 農薬名 使用時期 使用回数

べと病 レーバスフロアブル 収獲３日前まで ２回以内

べと病・白斑病 アリエッティ水和剤 収獲前日まで ２回以内

軟腐病 ジーファイン水和剤 収獲前日まで －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊農薬の登録内容は、令和５年６月７日現在。 

＊資料の作成に当たっては、農薬使用基準の内容について細心の注意をはらっていますが、農薬を

使用する方は、必ず、使用する前にはラベルを見て、対象作物、希釈倍数や使用量、使用時期、

使用回数等を確認し、農薬の誤った使用を行わないようにしてください。 

病害名 農薬名 使用時期 使用回数
オリゼメート粒剤 土寄せ時（収穫30日前まで） ２回以内
ナレート水和剤 収穫14日前まで ３回以内

白絹病 モンガリット粒剤 土寄せ時（収穫14日前まで） ３回以内
オキシラン水和剤 収穫14日前まで ５回以内
オンリーワンフロアブル 収穫14日前まで ３回以内

軟腐病

黒斑病


